
平成 21 年（2009 年）12 月那覇市議会定例会

個人質問発言通告書（３日目）

平成 21 年 12 月 11 日（金）

※１人当たり 15 分間（答弁を除く）

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

１ 坂 井 浩 二

（そうぞう）

１ 土地区画整

理事業につい

て

２ 真嘉比古島

第二土地区画

整理事業に伴

う戦没者遺骨

収集作業につ

いて

宇栄原南土地区画整理事業について以下の点

を伺う 
(１) この事業主体（施工者）はどこで、那覇市

はどのような立場にあるのか

(２) この土地区画整理事業においては、事業計

画決定としての公示日が昭和 53 年 3 月 16

日である。その間、事業計画変更が３年ごと

に 10 回も変更されるなど、実に 31 年もの歳

月が経過している

何故このような長い年月を経るに至った

のか。現在の状況も含めて伺う

(３) 地区南西部における、５世帯の方々を含め

た地域住民は、「那覇市民」としての認識の

下、定住をした

これから安心した生活を過ごしたいと望

んでいるにも関わらず、住民の声を無視した

行政区域変更が行われようとしている

① 当初の計画スタート時点において、那覇

市・区画整理組合・業者は、相互に確たる

境界線の認識をもっていたのか

また当時、地域住民に納得のいく十分な

説明はなされたのか

② 今後どのように問題解決を図っていく

考えか

(１) 遺骨発見の可能性が非常に高い新たな地

点の遺骨収集作業にあたり工期内での作業

完了の可能性について、現場における行政、

ＮＰＯの相互の共通認識ではどうとらえて

いるか



順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 仮庁舎活用

について

(２) 工期や予算の都合で、人間の尊厳があまり

にも軽視されている事例だが、今後も含めて

同様の問題が起こらないように、しっかりと

した法整備や運用の改善が必要である

国等への働きかけも含めて、本市はどのよ

うに取り組んでいく考えか

先般、９月 24 日より供用開始された本市役所

仮庁舎は、新庁舎完成に伴い、平成 24年には業
務移転の予定であり、その後の有効活用が求めら

れる。

そこで以下の３点を進言したい。

１点目に、本市保育行政において、約 890 名
とされる待機児童問題解消のため、一時的な受け

入れ等も含め、子ども達の保育施設として、本仮

庁舎を有効活用すること

２点目に、今般、本市保育関係者の切実な要望

である、保育施設老朽化に伴う施設整備が叫ばれ

ている

年間２～３ヶ所の施設整備が要望されている

が、同時に仮設園舎用地の確保に非常に困難を来

たしている現実がある

上記にある提案同様に、本仮庁舎を有効活用す

ること

３点目に、先般、浦添市において民間アパート

の２階部分床下が、丸ごと崩落するという事故が

発生した

当該市より住民に対して避難勧告をするも、立

ち往生する事態が発生している

このような非常時における一時避難所または

やむを得ない事由等により、住居生活に不具合を

来たしている方々に対して、本仮庁舎を有効活用

すること

今のところ市は、当初の構想にあった新中学校

建設は必要ないとの見解を打ち出しており、活用

を検討中である



順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

有効活用できる土地が限られてくるという事

実は、都市中心部における大きな課題である

上記の進言は、その課題を解決するばかりか、

市民に喜ばれる真に「社会貢献」となりうるもの

だと確信しているが、市の大きな観点からの所見

を伺う

【答弁を求める者】

市長、副市長、関係部長



個人質問（３日目） 平成 21 年 12 月 11 日(金)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

２ 宮 平 のり子

(社社連合)

１ 学校のバリ

アフリーにつ

いて

２ 児童生徒の

暴力防止につ

いて

３ 公契約条例

の制定につい

て

(１) 新都心地区内小学校の建設予定について

概要を伺う

(２) エレベーターの設置等バリアフリーにつ

いてどのようになっているか

(３) 市内小学校グラウンドでは小学校の運動

会のほかにも地域の運動会が盛んである。保

育園児から高齢者にいたるまで参加してに

ぎわっているが、学校の屋外トイレが高齢者

にとっては、使いにくい和式トイレになって

いる。児童生徒のなかにも体の不自由な、和

式トイレが使いにくい人がいると思われる。

一部洋式トイレも必要と思うが本市の考え

を伺う

(１) うるま市では亡くなったお子さんの家族、

母親から学校に相談をしたようであるが、那

覇市にはそのような相談は寄せられている

のか

(２) 学校現場における教師の多忙化を解消し

て、子どもに向き合える時間（ゆとり）を生

み出すための施策については、どのように考

えているか

(３） いじめ、誘拐、虐待、性暴力などのあら

ゆる暴力から自分を守る〔ＣＡＰ〕を学校の

授業に取り入れていく考えはないか

市が発注する公共建設・土木事業等に業務を受

注した企業に働く労働者をはじめ、下請け、孫受

け、派遣労働者などの賃金、労働条件を発注者と

して最低の水準を確保する必要がある。千葉県野

田市では、全国にさきがけて公契約条例を本年９

月に制定した。那覇市でも公契約条例を制定すべ

きと思うが本市の見解を伺う



順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

子宮頸がんは、20 代と 30 代の女性のがんでは

トップを占め、近年発症率が高くなっている

全国で毎年８千人が新たな患者と診断され、

2,500 人が死亡している。このほど厚労省は子宮

頸がんの７割を予防できるワクチンを承認して

いる。３回の接種で６年間の効果が確認されてい

る。しかしながら３万～４万円もかかるものであ

る。日本産婦人科学会、日本小児科学会、子宮頸

がん征圧を目指す専門家会議など公費負担を提

言している

那覇市でも早期に公費負担ができるようにす

べきと思うが本市の見解を伺う

消防の広域化に対し、那覇市はどのように考え

ているのか

スケジュール、課題と問題点は何か

４ 子宮頸がん

ワクチンの公

費負担につい

て

５ 消防行政に

ついて

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



個人質問（３日目） 平成 21 年 12 月 11 日(金)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(１) 新たな「こども理解のための指導・支援カ

ルテ」について以下伺う

① 「支援カルテ」活用の意義・有用性、

アンケート結果状況

② 「支援カルテ」作成・運用の法的根拠

③ 個人情報保護条例との整合性

(２) 全国高校総体（美ら島沖縄総体）テニス競

技会場について以下伺う

① 漫湖公園市民庭球場改修工事の概要

② 新都心公園庭球場の状況

③ 奥武山庭球場（県管理）の状況

通称「資源ゴミ抜き取り禁止条例」について以

下伺う

(１) 条例施行後、今日までの状況

(２) 常習違反の具体例及びその対応と今後の

取り組み 

宇栄原団地線と宇栄原 39 号、宇栄原 16 号が交

差する地点について以下伺う

当該地点での今年の事故状況と今後の対策

３ 桑 江 豊

(公 明 党)

１ 教育行政に

ついて

２ 環境行政に

ついて

３ 交通安全行

政について

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



個人質問（３日目） 平成 21 年 12 月 11 日(金)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

ユニバーサルデザインについて

(１) 具体的にどのように取り入れているか

(２) 議会傍聴席において、ユニバーサルデザイ

ンは導入されているか

(１) 久茂地公民館は、その機能を平成23年度開

館予定の牧志・安里公民館図書館（仮称）に移

転すると聞いているが、今後の久茂地公民館の

運営計画について伺う

(２) 現在同施設にある久茂地児童館について

はどうか

今後の地域防災の観点から、次の事項について

伺う

(１) 上流域での雨量計の設置予定はないか

(２) ガーブ川において、流量調査によるデータ

蓄積と分析を行っているか

所得税法上の寡婦控除の非婚母子家庭に対す 
る「みなし適用」について、本市では保育料、市

営住宅使用料について実施しているか、または実

施の予定はあるのか、現状と見解を伺う 

去る 10 月の第 58 回ＪＣ全国会員大会沖縄・那

覇大会開催には本市も補助金を予算計上してい

るが、大会の経済効果をどう把握し、補助金額を

どう評価しているか

４ 前 泊 美 紀

(無 所 属)

１ 市役所新庁

舎建設につい

て

２ 久茂地公民

館について

３ ガーブ川鉄

砲水事故につ

いて

４ 寡婦控除に

ついて

５ 補助金額の

事後評価につ

いて

【答弁を求める者】

市長、副市長、上下水道事業管理者、関係部長



個人質問（３日目） 平成 21 年 12 月 11 日(金)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

２年保育について

(１) 実施状況と選定基準及び今後の計画を伺

う

(２) 申し込みの現状と対応について伺う

(３) 保護者からの要望に対し、実施出来ない理

由とその対応について伺う

(１) 医療と介護の連携について

① 本市の現状と体制について伺う

② 連携における地域包括支援センターの

役割について伺う

(２) 認知症高齢者支援について

① 本市の認知症高齢者の現状を伺う。（人

数、割合等の推移と今後の予測など）

② 支援体制はどうなっているのか

(３) 「認知症サポーター」について

意義・目的と制度の概要及び本市の活用状況

はどうか

５ 大 浜 美早江

(公 明 党)

１ 子育て支援

について

２ 介護行政に

ついて

【答弁を求める者】

市長、副市長、関係部長



個人質問（３日目） 平成 21 年 12 月 11 日(金)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

(１) 老朽化している与儀幼稚園の改築の際に

は、与儀学童クラブの専用施設を建設すべき

である。改築予定年度と当局の見解を問う

(２) 国の定めた「放課後子どもプラン」では、

学童クラブの設置場所はどのように定めら

れているか。市内学童クラブの設置状況を問

う

(３) 与儀学童クラブは全国でもまれな「理科室

との共用利用」をしている。与儀小学校内の

施設での「専用利用」として利用できるよう

に、教育委員会は最大限の努力を図るべきで

ある。那覇市教育長の見解を問う

(１) 地域再生法における自治体の責務につい

て見解を問う

(２) 地域再生法第５条第８項に照らして、那覇

市の計画は、認定取り消しに値するものであ

る。当局の見解を問う

(３) 地域再生協議会において、住民側が求めた

協議項目はどのような内容か。これまで当局

は「協議項目の選定は市の判断事項である」

と説明し、そのことを内閣府に問い合わせ確

認したとも述べた。地域再生法上、本当に市

の判断事項なのか。内閣府に確認した内容と

その経緯について説明を求める

６ 比 嘉 瑞 己

(日本共産党)

１ 学童保育に

ついて

２ おもろまち

元市役所予定

地再開発問題

について

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長



個人質問（３日目） 平成 21 年 12 月 11 日(金)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

10 月２日付の新聞報道によると「とまりん再

建計画」が９月 14 日に取締役会で承認され、金

融支援協定が 10 月１日に締結されたとあるが、

その中で次の点について話し合われたか問う

(１) とまりん再建計画の策定内容と詳細な家

賃収入について伺う

(２) とまりん再建計画策定時のメンバーにつ

いて伺う

(３) 駐車場は有料か無料か、また稼動率の状況

について伺う

(４) 教育委員会の賃料はいくらか。平成 22 年

１月から２年半の入居予定だが、それ以降の

入居予定を伺う

(５) 金融機関との支援内容は再建計画 20 年次

までの内容なのに、なぜ協定期間が５年なの

か。20 年次（平成 40 年）までの協定期間で

なければ再建計画の支援にはならないので

はないか伺う

(６) 沖縄振興開発金融公庫は、沖縄振興計画終

了後、新政策金融機関と統合されるが（平成

24 年度）、その後、泊ふ頭開発株式会社はど

の機関が中心となって再建計画の実行、責任

を負うのか伺う

(７) 株式会社かりゆしのホテル賃料の減額以

後、賃料が減額された入居テナントがないか

伺う

７ 久 高 友 弘

(改革クラブ)

とまりん再建

について

【答弁を求める者】

市長、副市長、関係部長



個人質問（３日目） 平成 21 年 12 月 11 日(金)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

社会保険庁から11月に「名寄せ特別便に関する
記録調査の市区町村への協力要請について」とい

う通知が来ていると思うが、その内容と本市の見

解を伺う

去る２月議会で那覇港管理組合指定区域であ

る、波の上ビーチの指定管理者の業務委託費の改

善を求めたが、その後の検討状況について伺う

首里にある城北小学校正門から石嶺町に抜け

る川沿いのガードレールが路面との間隔が広く、

子供たちに取って危険である。地域住民から安全

対策について強い要望がある。当局の見解を伺う

(１) 首里石嶺線道路の旧北部マート前の手前

の交差点（松川マンション付近）信号機に右

折表示がない。ドライバーから交通事故の危

険性が高いと改善を求める指摘がある。当局

の見解を伺う 

(２) 市道繁多川松川線は道路が狭隘で且つ、車

の交通量が多く、また沖縄工業高校、松川小

学校への通学路となっている。インマヌエル

那覇キリスト教会が設置されている周辺住

民から車の出し入れの際に交通事故の恐れ

があるので、向い側にカーブミラーを早急に

設置して欲しいとの要望がある。当局の見解

を伺う 

８ 玉 城 彰

(民 主 党)

１ 年金記録問

題について

２ 波の上ビー

チの指定管理

者について

３ 安全管理対

策について

４ 交通行政に

ついて

【答弁を求める者】

市長、副市長、関係部長



個人質問（３日目） 平成 21 年 12 月 11 日(金)

順

位

氏 名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

９ 平 良 識 子

(社社連合)

１ おもろまち

元市役所予定

地再開発問題

について

２ 戦争遺跡の

保存・活用に

ついて

３ 発達障がい

児支援につい

て

(１) 那覇市が内閣府から認定された地域再生

計画と現在進行している事業計画は、市民に

一切公表されないながらも明らかに異なる

事業内容となっている。事業者より那覇市へ

提出された地域再生計画変更内容はどのよ

うなものになっているのか

(２) 当該地区は、20 年以上地主との話し合い

が行われ、1997 年に地区計画が策定された。

1999 年にはシビックコア地区整備計画（全

国で８番目で最大規模）が策定され建設省よ

り承認された。これは、官公庁施設や公益的

施設を核とした街づくり計画である

しかし現状は、それから大きく変化してい

ると言わざるを得ない。一体、那覇市当局は、

自ら策定したシビックコア地区整備計画に

基づく街づくりをどう考えているのか

(１) 真嘉比古島第二土地区画整理事業では、民

間活用による戦跡考古学的作業が進められ、

遺骨及び遺物から凄惨な地上戦が浮き彫り

にされてきたことを高く評価する。この成果

を市民に広く共有していくため、収骨状況の

記録と遺物の記録を報告書にまとめ、遺物は

報告書とともに平和教育に活用していく必

要がある。そのためには、現地事務所を当分

維持していくことを考えるべきではないか

(２) 戦争遺跡の文化財指定化へ向けた取り組

み状況と予算化について伺う

(１) 文科省の調査結果によると、1学級に２～

４名の児童生徒に発達障がいがみられる。そ

のことを踏まえ、学校及び保育所、幼稚園で

は、教育計画が作成されていると思うが、指

導に当たる教職員の専門的な研修体制はど

うなっているか



順

位
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(２) 民営化された市立保育所に対しては、どの

ような研修体制をとっているか

(１) 社団法人日本青年会議所第 58 回全国会員

大会沖縄・那覇大会において、那覇市は1,250

万円の補助金を支出した

費用対効果について、どう評価したか

(２) 補助金の支出に際しては、市で設定基準を

設け、基準を超える額に対しては第三者委員

会を設置し、費用対効果含め図るシステムを

導入するべきであると考える。今後の対応を

伺う

４ 補助金支出

のあり方につ

いて

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長
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10 瀬 長 清

(自民・無所属

連合)

１ 教育行政に

ついて

(１) 中学校の運動場への夜間照明設備の整備

による野球の振興について

沖縄県野球連盟那覇支部（豊見城市含む）

には社会人野球チーム 162 チーム、学童チー

ム 56 チームが登録され、春、夏、秋の年間

３回、大会が開催されている。那覇市内に圧

倒的に練習場が不足しているため、練習場の

整備要望が強く寄せられている

奥武山野球場の整備を機に市民スポーツ

振興の面から中学校の運動場にナイター設

備を整備し、その要望に応えていくことが必

要であると思うが、当局の所見を求める

① 那覇市は社会人の野球練習場が圧倒的

に少ない現状について、どのように認識

しているか

② ナイター設備を整備するとしたら、一校

あたり過去の実績も踏まえ、おおむねどれ

位の予算が見込まれるか

③ 社会人野球や学童クラブチーム等、市民

野球の振興の面から、中学校のグラウンド

に計画的にナイター設備の設置を検討す

ることが必要と思うが、当局の見解を求め

る

(２) 発達障がい児等特別な支援を要する児童

生徒への教育支援について

近年小中学校において発達障がい児等特

別な支援を要する児童生徒が増えているこ

とから、平成 17 年より発達障害者支援法の

施行、平成 19 年より学校教育法の一部改正

による、特別支援教育が本格実施され、児童

の障がいの状態に応じ、十分な教育を受けら

れるようにするため、適切な教育的支援体制

の整備が求められている

そこで、那覇市の小学校において特別支援

を要する児童生徒への教育的支援について

当局の所見を求める
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① 那覇市の小中学校において、特別な支援

を要する児童生徒は何人いるか

また、その児童生徒に対しどのような支

援を行っているか。十分な支援がなされて

いるのか。支援を十分受けられない生徒に

対しては今後どのように対処するのか、ま

た、課題は何か

② 沖縄県発達障がい者支援センターで支

援（相談）を受けている、那覇市の児童生

徒は何人いるか

今後、那覇市に発達障がい支援センター

の機能を有したセンターの設置を検討す

る必要があると思うが、当局の所見を求め

る

平成 18 年度の固定資産税制改正によって、平

成 21 年度は 18 年度評価替から３年が経過し、評

価替の年であるが、小禄地域の軍用地について

は、どのような見直しを行ったのか、当局の説明

を求める

２ 軍用地等の

固定資産税に

ついて

【答弁を求める者】

市長、副市長、教育長、関係部長


